
平成 17 年９月６日  

地域安全課環境政策室 

高岡市環境と経済の好循環のまちモデル事業（平成のまほろば事業）の推進について 

 

 環境と経済の好循環のモデルとして本市が提案した事業（平成１７年度～１９年度３ヵ年事業）が、

去る８月１１日に環境省により採択された。 

 

１ モデル事業の概要 

 ○  環境を良くすることが経済を発展させ、経済を活性化することにより環境も良くなるような環

境と経済の好循環を実現し、その取組みを国の内外に普及させるために、環境省では１６年度か

ら「環境と経済の好循環のまちモデル事業」を実施している。 

  

○  本事業は、環境と経済の好循環を地域発の創意工夫と幅広い主体の参加によって生み出すまち

づくりのモデル（地域が提案した計画）に対し、国からの委託による計画づくりや学習活動（ソ

フト事業）を行うとともに、二酸化炭素排出量を削減するための設備の設置（ハード事業）に必

要な経費の一部を国が交付するもの。 

 

○  採択された本市提案のハード事業では、本市が全国に生産を誇るアルミサッシ産業の複層サッ

シと高効率住宅機器等を活用した「省エネ名人の家事業」をはじめ、本市に多く立地する金属溶

解加工業の「省エネモデル事業」、廃食油や廃木材の燃料化事業に取り組む。 

 

 ○ ソフト事業では、省エネ見学ツアーや省エネ勉強会など環境を学ぶ行動、省エネ家計簿やマイバ

ッグ運動、公共交通機関の利用促進など環境にやさしい暮らし方の実践、地域の優れた環境資源

を活かした環境エネルギーマップ作成などを通じた環境にやさしい行動の環を広げる事業に取

り組む。 

    

  

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハード事業 

① 省エネ名人の家事業 （省エネ住宅設置促進） 

② 地域省エネ推進事業 （金属溶解炉モデル改修） 

③ 木質ﾊﾞｲｵﾏｽ燃料化事業（木質ﾁｯﾌﾟ燃料製造保管施設）

④ ﾊﾞｲｵﾃﾞｨｰｾﾞﾙ事業   （廃食油燃料製造設備） 

ソフト事業 
環境と学び、実践し、環を広げるプロジェクト 
○ 金属溶解炉省エネ相談 
○ 省エネ住宅見学ツアー 
○ 省エネ勉強会 
○ マイバッグ運動 
○ 公共交通利用促進 など 

まちづくり協議会（仮称） 

（行政、事業者、市民・団体、学識者）
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２ 事業の進め方 

   事業実施の詳細については、事業の実施主体となる「高岡市環境と経済の好循環のまちモデル事

業協議会（仮称）」を設置し、この協議会で決定した事業について、行政、事業者、市民・団体が

協働で推進していく。 

 

３ 予想される二酸化炭素排出削減量 

   提案事業の実施により、事業最終年度（平成１９年度）時点で、約１４，０００トン-CO2／年の

削減が見込まれる。 

 

４ 総事業費（提案事業での概算額） 

  ハード事業（交付金事業） 総事業費 約 1,247 百万円（３年間の予定額） 

内訳 交付金約 462 百万円 民間企業等支出 785 百万円 

ソフト事業（委託事業）  総事業費 17.5百万円（３年間の予定額） 

                    内訳 全額環境省委託事業 

 

事業スケジュール（予定） 

事  業  名 １７年度 １８年度 １９年度 

省エネ名人の家事業    

廃食油バイオディーゼル事業    

木質バイオマス燃料化事業    

ハード事業 

地域省エネルギー推進事業    

ソフト事業 環境を学び、実践し、環を広げる
プロジェクト 

   

 


